
横
浜
市
の
創
造
都
市
施
策
の
実
績
と
検
証

①
開
港
１
５
０
周
年
に
向
け
た
都
心
臨
海
部
の
再
生
に
っ
い
て
Ｉ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
－

１
－
は
じ
め
に

　
横
浜
市
は
、
現
在
、
「
文
化
芸
術

創
造
都
市
・
横
浜
」
（
ク
リ
ェ
イ

テ
ィ
ブ
シ
テ
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
）
　
の

都
市
政
策
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ

と
し
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト

パ
ー
ク
構
想
の
推
進
」
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー

ク
構
想
に
つ
い
て
、
過
去
の
経
緯

を
紐
解
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

方
向
性
を
考
え
て
み
た
。
（
図
１
）

２
－
過
去
の
経
緯

①
「
（
仮
称
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト

　
パ
ー
ク
」
の
提
案

　
平
成
1
6
年
１
月
、
「
文
化
芸
術
・

観
光
振
興
に
よ
る
都
心
部
活
性
化

委
員
会
」
か
ら
出
さ
れ
た
「
文
化

芸
術
創
造
都
市
－
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
形
成
に

向
け
た
提
言
」
の
中
で
、
重
点
的

に
取
り
組
む
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
ア
ー
ト
・
産
業
・
空

間
の
視
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
ー
創
造
界
隈

形
成
」
「
映
像
文
化
都
市
」
「
（
仮
称
）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」
が

提
案
さ
れ
た
。

　
「
（
仮
称
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト

パ
ー
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨

は
、
都
心
臨
海
部
の
一
定
エ
リ
ア

を
国
際
的
な
文
化
観
光
交
流
ゾ
ー

ン
と
設
定
し
、
文
化
芸
術
活
動
と

連
携
し
て
エ
リ
ア
整
備
を
行
う
も

の
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
な
内
容
と
し
て
、
象

の
鼻
（
注
１
）
地
区
の
再
整
備
、

将
来
的
な
山
下
ふ
頭
地
区
整
備
の

検
討
、
公
有
地
（
国
有
地
）
の
活
用
、

民
間
事
業
展
開
の
あ
り
方
の
検
討

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

②
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
構

　
想
提
言
書

　
平
成
1
6
年
９
月
か
ら
２
か
年
に

わ
た
り
「
（
仮
称
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ア
ー
ト
パ
ー
ク
構
想
推
進
委
員

執
筆村

上
　
一
徳

開
港
１
５
０
周
年
・
創
造
都
市
事
業
本
部

創
造
都
市
推
進
課
担
当
係
長

図１　ナショナルアートパーク構想地図

（
注
１
）

1
8
5
9
（
安
政
６
）
年
の
横
浜
港
開
港

に
あ
た
り
東
波
止
場
と
西
波
止
場
の
二
本

の
直
線
状
の
波
止
場
が
造
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
1
8
6
7
（
慶
応
３
）
年
に
東
波
止

場
は
湾
曲
し
た
形
に
変
更
さ
れ
、
そ
の
形

状
か
ら
「
象
の
鼻
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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会
」
に
よ
る
検
討
が
な
さ
れ
、
一

般
市
民
へ
の
意
見
募
集
も
ふ
ま

え
、
平
成
1
8
年
１
月
に
提
言
書
が

発
表
さ
れ
た
。
提
言
の
内
容
は
大

き
く
２
つ
で
あ
る
。

　
(
1
)
横
浜
の
未
来
を
拓
く
創
造
都
市

　
の
都
心
臨
海
部
に
お
け
る
グ
ラ

　
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
「
全
体

　
構
想
」

　
目
標
と
す
る
都
市
像
や
取
り
組

み
の
考
え
方
、
戦
略
的
な
目
標
を

掲
げ
な
が
ら
、
対
象
エ
リ
ア
内
に

６
つ
の
拠
点
地
区
や
２
つ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
(
2
)
当
面
の
開
港
１
５
０
周
年
に
向

　
け
て
取
り
組
む
べ
き
計
画
・
事

　
業
を
集
約
す
る
戦
略
プ
ラ
ン

　
「
具
体
的
な
取
り
組
み
」

　
特
に
先
導
し
て
整
備
を
推
進
す

べ
き
３
つ
の
地
区
「
象
の
鼻
・
大

桟
橋
」
「
山
下
ふ
頭
」
「
馬
車
道
駅

周
辺
」
の
重
点
的
な
取
り
組
み

と
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
構

想
を
推
進
す
る
組
織
」
を
民
間
主

体
で
設
立
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
（
詳
細
は
４
、
５
を
参
照
）

③
横
浜
市
中
期
計
画

　
平
成
1
8
年
1
2
月
、
市
政
の
根
本

指
針
で
あ
る
「
横
浜
市
基
本
構
想
」

の
最
初
の
５
か
年
計
画
「
横
浜
市

中
期
計
画
」
が
出
さ
れ
、
「
象
の
鼻

地
区
再
整
備
」
「
山
下
ふ
頭
西
側
基

部
の
再
整
備
」
が
、
そ
の
重
点
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

３

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク

構
想
と
は

　
２
(
2
)
の
提
言
の
中
で
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト
パ
ー
ク
構
想
と

は
、
横
浜
を
代
表
す
る
都
市
空
間

で
あ
る
「
都
心
臨
海
部
」
を
舞
台

と
し
て
、
文
化
芸
術
等
の
「
創
造

的
な
活
動
」
の
積
極
的
な
誘
導
に

よ
り
、
「
国
際
的
な
観
光
交
流
拠

点
」
の
形
成
や
「
創
造
的
な
産
業
」

の
集
積
を
図
り
、
横
浜
の
ま
ち
の

魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
く
構
想
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い

る
。

　
つ
ま
り
、
横
浜
の
未
来
を
拓
く

創
造
都
市
の
都
心
臨
海
部
に
お
け

る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
高
い
理

念
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
、
「
文
化
芸
術
都
市
・
横

浜
」
形
成
の
舞
台
と
し
て
、
様
々

な
計
画
・
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

４

現
在
の
取
り
組
み
１

（
都
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
）

①
象
の
鼻
地
区
再
整
備

　
開
港
１
５
０
周
年
で
あ
る

2
0
0
9
年
を
目
標
に
、
横
浜
港

発
祥
の
地
で
あ
り
都
心
臨
海
部
の

「
へ
そ
」
の
部
分
に
あ
た
る
「
象

の
鼻
地
区
」
を
、
横
浜
の
歴
史
と

未
来
を
つ
な
ぐ
象
徴
的
空
間
と
し

て
再
整
備
す
る
と
と
も
に
、
文
化

観
光
交
流
拠
点
と
し
て
港
湾
緑
地

を
市
民
に
開
放
す
る
。
象
の
鼻
は

2
0
0
9
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

あ
り
、
以
下
の
内
容
で
再
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
・
歴
史
を
生
か
し
た
整
備
と
し

　
　
て
「
象
の
鼻
」
と
呼
ば
れ
る

　
　
よ
う
に
な
っ
た
明
治
中
期
の

　
　
形
状
に
防
波
堤
を
復
元
す

　
　
る
。

　
・
地
区
全
体
を
魅
力
的
な
計
画

　
　
と
す
る
た
め
、
ま
た
、
若
手

　
　
に
チ
ャ
ン
ス
を
あ
た
え
る
た

　
　
め
、
全
国
で
初
め
て
年
齢
制

　
　
限
付
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

　
　
式
及
び
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

図２　象の鼻テラス完成イメージ

　
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
若
手
建

　
築
家
の
小
泉
雅
生
氏
（
当
時

　
4
3
歳
）
を
選
定
し
た
。
最
優

　
秀
案
に
基
づ
き
、
光
の
サ
ー

　
ク
ル
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
や
多

　
目
的
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
を
設

　
計
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

（
図
２
、
３
）

・
国
有
地
に
国
庫
補
助
事
業
で

　
整
備
す
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な

　
ど
を
、
展
示
や
そ
の
他
の
用

　
途
に
ど
こ
ま
で
多
目
的
に
活

　
用
で
き
る
か
、
港
湾
局
と
調

　
整
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

　
る
。

図３　象の鼻地区夜景完成イメージ
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②
山
下
ふ
頭
地
区

　
山
下
ふ
頭
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

横
浜
港
の
物
流
拠
点
と
し
て
機
能

し
て
い
る
が
、
港
湾
局
が
進
め
る

山
下
ふ
頭
全
体
の
再
整
備
計
画
の

方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
横
浜
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
5
を
き
っ

か
け
に
西
側
基
部
か
ら
段
階
的
に

多
様
な
用
途
（
基
部
は
緑
地
）
　
へ

の
転
換
を
検
討
し
て
い
く
地
区
で

あ
る
。

　
当
面
の
活
用
策
と
し
て
、
西
側

基
部
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
横
浜

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
8
の
期

間
中
、
関
連
企
画
（
段
ボ
ー
ル
船

造
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
）
を

実
施
す
る
。

③
開
港
水
際
界
隈

　
新
港
地
区
周
辺
な
ど
、
都
心
臨

海
部
の
中
心
に
位
置
し
、
開
港
当

初
の
水
際
線
だ
っ
た
エ
リ
ア
は
、

多
く
の
歴
史
的
建
造
物
や
土
木
遺

構
が
残
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
水
面
・

水
際
空
間
が
あ
り
、
ミ
ナ
ト
ヨ
コ

ハ
マ
な
ら
で
は
の
界
隈
性
が
も
っ

と
も
現
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。

（
図
４
、
注
２
）

　
こ
こ
で
は
、
倉
庫
の
あ
る
景
観

に
配
慮
し
な
が
ら
建
物
を
改
築

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
拠
点
と
す

る
な
ど
、
芸
術
文
化
活
動
と
都
市

デ
ザ
イ
ン
を
一
体
的
に
推
進
す
る

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
ー
ヨ
コ

ハ
マ
」
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
進
め
て
い
く
。

５

現
在
の
取
り
組
み
２

（
民
間
主
体
協
働
型
に
よ
る

構
想
の
推
進
）

①
創
造
都
市
横
浜
推
進
協
議
会

　
(
1
)
設
立
ま
で
の
経
過

　
２
(
2
)
で
の
提
言
を
受
け
て
、
平

成
1
8
年
２
月
か
ら
本
市
・
商
工
会

議
所
・
港
運
協
会
・
中
法
人
会
・

三
菱
地
所
・
資
生
堂
な
ど
の
企
業

が
参
加
し
た
「
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ

シ
テ
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
研
究
会
」
（
代

表
委
員
／
福
原
義
春
（
資
生
堂
名

誉
会
長
）
）
を
開
催
し
、
推
進
組
織

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
平
成
1
9
年
３
月
、
同
研
究
会
よ

り
、
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
イ
ー

ヨ
コ
ハ
マ
の
推
進
体
制
に
つ
い

て
、
官
民
協
働
に
よ
る
協
議
会
の

設
立
を
骨
子
と
し
た
提
言
を
受

け
、
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
、

同
年
７
月
2
3
日
、
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
「
創
造
都
市
横
浜

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。

　
(
2
)
「
創
造
都
市
横
浜
推
進
協
議
会
」

　
の
目
的

　
企
業
・
各
種
団
体
及
び
行
政
が
、

情
報
を
共
有
し
、
継
続
的
・
総
合

的
に
創
造
都
市
形
成
の
推
進
を
図

る
こ
と
、
ま
た
、
創
造
的
活
動
を

進
め
る
企
業
・
各
種
団
体
等
が
協

働
し
、
横
浜
ら
し
い
新
た
な
文
化

芸
術
の
形
成
や
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
(
3
)
事
業
内
容

　
協
議
会
と
し
て

　
・
行
政
へ
の
提
言
及
び
企
業
か

　
　
ら
の
提
案
事
業
の
支
援

　
・
文
化
芸
術
分
野
と
し
て
、
ア
ー

　
　
テ
イ
ス
ト
な
ど
の
ワ
ン
ス

　
　
ト
ッ
プ
窓
口
と
な
る
ア
ー
ツ

　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
（
注

　
３
）

　
・
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

　
　
や
創
造
的
産
業
の
集
積
に
向

　
　
け
た
調
査
、
検
討
な
ど
を
行

　
　
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ

　
コ
ハ
マ
・
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
2
0
年
２
月
６
日
、
よ
り

オ
ー
プ
ン
な
集
ま
り
と
し
て
、
関

心
を
持
つ
企
業
が
参
加
で
き
る

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
・
ヨ
コ

ハ
マ
・
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

設
立
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
本
市
の
行
う
補
助

金
制
度
（
次
項
参
照
）
等
を
活
用

し
た
、
企
業
活
動
と
し
て
の
創
造

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
・
実
施
、

創
造
都
市
づ
く
り
や
創
造
的
ビ
ジ

ネ
ス
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、

市
政
提
案
、
な
ど
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
（
図
５
）

③
横
浜
市
に
よ
る
企
業
の
創
造
的

　
活
動
へ
の
支
援

　
平
成
1
9
年
度
よ
り
「
創
造
都
市

横
浜
推
進
事
業
補
助
金
」
を
設
け
、

都
心
臨
海
部
で
実
施
さ
れ
る
、
企

業
が
取
り
組
む
新
た
な
創
造
的
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
補
助
額
は
、

補
助
対
象
経
費
総
額
の
３
分
の
１

以
内
、
最
大
３
０
０
万
円
で
、
平

成
1
9
年
度
３
件
、
2
0
年
度
は
継
続

Ｉ
件
を
含
め
３
件
を
支
援
し
て
い

る
。○

平
成
1
9
年
度
対
象
事
業

・
天
然
素
材
を
改
質
す
る
特
殊

　
な
液
剤
『
ハ
マ
パ
ピ
ル
ス
』

　
を
活
用
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

　
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
よ
る
ア
ー

　
ト
作
品
の
創
出
や
創
造
的
商

　
品
を
開
発
（
2
0
年
度
も
採
択
）

・
Ｉ
Ｔ
機
器
制
作
企
業
と
デ
ザ

　
イ
ナ
ー
の
協
働
に
よ
る
新
し

　
い
オ
ー
デ
ィ
オ
の
コ
ン
セ
プ

　
ト
モ
デ
ル
を
開
発

・
若
手
写
真
家
の
写
真
展
の
横

　
浜
へ
の
誘
致
及
び
セ
ミ
ナ
ー

　
支
援

○
平
成
2
0
年
度
対
象
予
定
事
業

・
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
2
0
0
8
開
催
期
間
に
合
わ

　
せ
て
、
都
心
に
集
積
し
た
創

　
造
的
な
企
業
が
実
施
す
る
、

　
作
品
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
プ
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

　
援

・
放
送
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
イ

　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
連
携
を
行
う

　
政
策
連
動
型
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
の
開
催
（
毎
月
／
全
９
回
）

　
な
ど
の
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
の
支
援

（
注
２
）

開
港
水
際
界
隈

　
横
浜
都
心
臨
海
部
の
中
心
に
位
置
し
、

開
港
当
初
の
水
際
線
の
エ
リ
ア
で
、
多
く

の
歴
史
的
建
造
物
や
土
木
遺
構
が
残
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー

ル
な
水
面
・
水
際
空
間
が
あ
り
、
ミ
ナ
ト

ヨ
コ
ハ
マ
な
ら
で
は
の
界
隈
性
が
最
も
強

く
現
れ
て
い
る
地
区
。
こ
の
特
性
を
最
大

限
に
活
か
し
、
芸
術
文
化
な
ど
都
市
活
動

と
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
一
体
に
推
進
す
る
創

造
都
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

（
注
３
）

5
8
ペ
ー
ジ
　
「
《
7
》
④
ア
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ヨ
コ
ハ
マ
と
は
何
か
。
～
現
状
と
課

題
～
」
参
照

図４

開港水際

界隈の位置
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６
－
今
後
の
方
向
性

①
創
造
都
市
横
浜
推
進
協
議
会
か

　
ら
の
提
言

　
協
議
会
設
立
以
来
１
年
に
わ
た

る
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
2
0

年
７
月
に
「
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
シ

テ
イ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
新
た
な
展
開

に
向
け
て
」
と
題
す
る
提
言
書
が

同
協
議
会
よ
り
市
長
に
提
出
さ
れ

た
。
こ
の
提
言
が
、
横
浜
の
創
造

都
市
の
新
た
な
方
向
性
を
示
す
も

の
と
な
る
た
め
、
こ
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

　
(
1
)
提
言
の
特
徴

　
・
今
後
の
創
造
都
市
形
成
に
つ

　
　
い
て
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
、

　
　
横
浜
商
工
会
議
所
を
始
め
と

　
　
す
る
各
種
地
元
団
体
と
議
論

　
　
し
て
提
言
書
を
ま
と
め
た
こ

　
・
創
造
都
市
の
形
成
に
あ
っ
た

　
　
て
は
、
市
民
の
暮
ら
し
方
、

　
　
働
き
方
、
楽
し
き
方
な
ど
を

　
　
含
め
た
都
市
文
化
の
向
上
を

　
　
目
指
し
て
、
公
民
協
働
で
総

　
　
合
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る

　
　
と
言
及
し
し
た
こ
と
。

　
(
2
)
提
言
の
概
要
（
今
後
の
新
た
な

　
展
開
）

　
・
他
都
市
も
次
々
と
創
造
都
市

　
　
を
掲
げ
て
取
り
組
む
状
況
を

　
　
踏
ま
え
て
、
改
め
て
「
横
浜

　
　
ら
し
さ
」
に
立
脚
し
、
近
代

　
　
建
築
な
ど
の
活
用
や
ウ
ォ
ー

　
　
ダ
ー
ツ
ロ
ン
ド
の
魅
力
を
生

　
か
し
て
い
く
視
点
が
大
切
で

　
あ
る
こ
と
。

・
市
民
や
企
業
の
創
造
力
に
よ

　
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ

　
る
こ
と

・
文
化
芸
術
を
軸
に
、
都
市
・

　
デ
ザ
イ
ン
や
産
業
振
興
の
分

　
野
を
含
め
て
、
新
た
な
推
進

　
体
制
の
議
論
を
始
め
る
必
要

　
が
あ
る
こ
と

・
以
上
の
よ
う
提
案
な
ど
を
含

　
め
て
、
開
港
１
５
０
周
年
の

　
節
目
に
国
際
会
議
を
横
浜
で

　
開
催
し
、
創
造
都
市
を
進
め

　
る
世
界
各
都
市
と
議
論
し
、

　
今
後
の
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と

②
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

　
「
横
浜
ら
し
さ
」
が
顕
著
に
現
れ

る
都
心
臨
海
部
を
今
後
、
市
民
と

と
も
に
成
熟
し
た
創
造
都
市
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
開
港
都
市
の

歴
史
や
風
景
な
ど
の
資
源
を
、
文

化
芸
術
な
ど
の
創
造
的
な
活
動
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
が
集
え

る
場
と
し
て
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
文
化
芸
術
は
、
豊
か
な
市
民
生

活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
観
光
拠
点
の
創
出
や

新
た
な
創
造
的
な
産
業
の
集
積

は
、
国
際
的
な
競
争
力
を
持
つ
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
キ
ー
（
鍵
）
に
も
な
る
。
こ
こ
で
、

重
要
な
こ
と
は
、
単
に
文
化
施
設

を
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、
別
の

用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
施
設
を
、

文
化
芸
術
活
動
の
場
な
ど
多
種
多

様
な
用
途
に
活
用
で
き
る
よ
う
整

備
す
る
な
ど
、
既
存
に
あ
る
も
の

か
ら
新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
活

用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
港
湾
区
域
で
あ

る
都
心
臨
海
部
の
公
有
地
を
所
管

す
る
国
や
横
浜
市
港
湾
局
等
と
協

議
し
、
い
か
に
多
目
的
に
活
用
し
、

横
浜
ら
し
い
賑
わ
い
の
空
間
づ
く

り
が
で
き
る
か
で
あ
る
。

　
特
に
「
開
港
水
際
界
隈
（
注

３
）
」
は
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
8
や
開
港
１
５
０
周
年
記

念
事
業
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
注

目
さ
れ
、
水
際
や
水
域
を
活
用
し

た
横
浜
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
創
出

に
非
常
に
適
し
た
場
所
で
あ
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
、
象
の
鼻
地
区
を

始
め
、
新
た
な
動
き
の
あ
る
新
港

地
区
周
辺
の
公
有
地
や
民
有
地
の

土
地
利
用
に
、
文
化
芸
術
や
地
域

の
活
性
化
策
の
要
素
を
盛
り
込

み
、
新
し
い
特
色
を
持
っ
た
エ
リ

ア
と
し
て
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を

連
動
さ
せ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
れ
に
は
、
横
浜
市
役
所
内
部
を

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

③
今
後
の
長
期
的
な
展
開
一
創
造

　
的
産
業
・
人
材
の
集
積

　
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
ま
ち
づ

く
り
を
土
台
と
し
、
ア
ー
ト
と
い

う
視
点
を
加
え
た
現
在
の
取
り
組

み
に
、
今
後
は
、
さ
ら
に
、
創
造

的
産
業
の
集
積
な
ど
地
域
・
経
済

活
性
化
の
要
素
を
積
み
上
げ
、
創

造
都
市
の
成
熟
期
と
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
ト

パ
ー
ク
構
想
の
中
で
は
、
「
創
造
的

人
材
」
の
集
積
を
一
つ
の
目
標
と

し
て
い
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク

リ
エ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
創
造

的
産
業
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
、
デ

ザ
イ
ン
業
な
ど
）
従
事
者
や
、
研

究
者
な
ど
、
多
様
な
創
造
的
人
材

の
集
積
や
連
携
が
、
新
た
な
も
の

を
生
み
出
す
産
業
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
、

リ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
創
出
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
産
業
は
、
今
後
の
3
0
年

を
見
据
え
た
産
業
と
な
り
え
る
も
の

で
あ
り
、
ま
さ
に
、
横
浜
が
、
世
界

に
誇
る
創
造
都
市
と
な
る
た
め
の

最
大
の
武
器
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

図５　協議会を軸としたクリエイティブシティ・ヨコハマ推進体制

19■特集・創造都市横浜

　
　
　
と
。


	page1
	page2
	page3
	page4

